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中
津
藩
との

夜
明
け

　「
蘭
学
」
と
は
、
日
本
の
学
問
で
あ
る
「
国
学
」
に

対
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
、
い
わ
ゆ
る
鎖
国
時
代
に

唯
一
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で
交
易
を
許
さ
れ
て
い
た
、

オ
ラ
ン
ダ（
和
蘭
）の
学
問
を
意
味
し
ま
す
。

　
こ
の
「
蘭
学
」
の
夜
明
け
と
な
っ
た
で
き
ご
と
が
、

明
和
八（
一
七
七
一
）年
か
ら
始
ま
っ
た
杉
田
玄
白
ら

に
よ
る
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
の
翻
訳
事
業

で
す
。
翻
訳
版
は
安
永
三（
一
七
七
四
）年
に
『
解
体

新
書
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、「
蘭
学
」
を
広
め
る
と

と
も
に
、「
医
学
」
の
飛
躍
的
な
発
展
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
に
は
、
中
津
藩
医
の
前
野
良
沢
も

関
わ
り
、
教
科
書
で
も
そ
の
名
前
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
で
は
、こ
の
大
事
業
が
江
戸
の
中
津
藩
邸

で
始
ま
っ
た
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
企
画
展
は
、
令
和
三
年
に
締
結
し
た
「
蘭
学
・

洋
学
三
津
同
盟
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、今
年
、出
版

か
ら
二
五
〇
年
を
迎
え
る
、『
解
体
新
書
』
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、「
蘭
学
胎
動
の
地
」
と
も

い
え
る
中
津
藩
の
「
蘭
学
」
に
注
目
し
ま
す
。

▼ HP はこちら

◆バス　JR 津山線津山駅より東循環ごんごバス
　　　　南廻り線で 12 分、西新町バス停下車徒歩 2分
◆お車　中国自動車道　津山 IC から 15 分／院庄 IC から 20 分

交通のご案内

『蘭学階梯』
（仁木家資料）

『解臓文』（下書き）
（村上医家史料館）

『解体新書』
（仁木家資料）

蘭学･洋学三津同盟

｢蘭学」始まりの１冊

中
津×

津
山

蘭
学
者
の
交
流

杉田玄白
（『蘭学事始』より）

第 3代藩主　奥平昌高
（中津市歴史博物館）

『解臓文』（彩色）
（慶應義塾大学信濃町ﾒデｨｱｾﾝﾀｰ
（北里記念医学図書館））

『蘭語訳撰』
（中津市歴史博物館）

呈宇田川榛斎先生書
（村上医家史料館）

宇田川玄真（榛斎）
（武田科学振興財団杏雨書屋）

殿様の蘭学研究 !?

「津」という字を地名にもち、江戸
後期から明治初期にかけて、優れた
蘭学者・洋学者を輩出した、津山市・
中津市（大分県）・津和野町（島根県）
の３つの自治体で令和３（2021）年に
締結しました。


